
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 参観日・懇談会  CS愛国部会 

２ 火  

３ 水 ALT⑭  JICA 学校訪問 

４ 木 標準学力調査①（3・5年） 一輪車検定 

５ 金 
標準学力調査②（3・5年） 

七中エリア PTA グループ会議 

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火 PTA親子研修「モルック 13:00～」 

10 水 後期学年教材費納入日  交流給食 

11 木 児童会⑩  KOEタイム 

12 金  

13 土 放課後子ども広場 

14 日  

15 月 
大正小と交流学習（１～５年） 

職員会議⑧  

16 火 大正小「夢育」参加（６年） 

17 水 給食費納入日  ナウマン号 

18 木 図書ボラクリスマス会 

19 金 
クラブ⑤  

メグミルク出前授業（１～6年） 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 第 2学期終業式 大掃除 

24 水 冬季休業（～1／８） 

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 年末休暇 学校閉庁日 

30 火 年末休暇 学校閉庁日 

31 水 年末休暇 学校閉庁日 

11月 14日（金）に、たくさんの保護者や地域の

みなさんにお越しいただき、今年度の学習発表会を

無事に開催することができました。 

子どもたちは、これまでに身につけてきた力を発

揮しながら、『届けろ感動！愛国っ子の心はひと

つ！』のテーマを達成しようと、全員で心を合わせて

発表を行いました。その結果は、きっとみなさんにも

感じていただけたと思いますが、子どもたちの大変

素晴らしい姿となって現れていました。子どもたち

自身も、練習段階までの自分を越えて、まだ知らない

自分の可能性に気がつくことができた、そんな発表

会になったのではないかと思います。 

また、当日校長からの話でも紹介させていただき

ましたが、今回は２人の教育実習生が旭川と釧路か

ら（講義をお休みして）駆けつけてくれました。「ま

た会いたい！」と感じてもらえるような子どもたち

であることは、本当に嬉しいことだと思います。さら

に、私が愛国小の素晴らしさを強く感じたのは、そん

な２人の実習生を紹介したときに起こった会場のみ

なさんの“大きな拍手”です。子どもたちを中心に、

会場全体の心がひとつになったことを感じさせられ

る、素晴らしい瞬間でした。 

発表会終了後には、「学級発表で、子どもたちが学

んできたことを自分の言葉で伝えているのがとても

よかった」「感動しました！」と多くの方から声をか

けていただきました。みなさんの日頃からのご支援

とご協力に、あらためてお礼申し上げます。本当にあ

りがとうございました。今後もみなさんの多大なる

お力添えを、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                                 

   

  

 

 

令和７年１１月２８日（金）発行  No.１５ 文責 校長 合田 真晃 

 

 

 

 

 

 



国語・算数・理科ともに無回答はなく、最後まで問題とねばり強く向き合う力が身についていますが、どの教科も記

述で答える問題に課題が見られます。普段の授業の中で分かったことを自分の言葉で表現する活動を多く取り入れなが

ら自らの考えを表現する力を育てていきます。 

自分には、よいところ

があると思う

先生は、あなたのよい

ところを認めてくれて

いると思う

友達関係に満足してい

る

普段の生活の中で、幸

せな気持ちになること

はどれくらいあるか

（よくある）

地域や社会をよくする

ために何かしてみたい

と思う

帯広市立愛国小学校

北海道（公立）

全国（公立）

 「愛国っ子」の学び 令和７年度 全国学力・学習状況調査結果の概要 
 

                                                 

  

                         

 

 

 

  

 

  
  

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

  

 

   

 

  

   

  

 

   

全国学力・学習状況調査は、調査結果を分析し、教育指導の充実や学習活動の改善等に役立てることを目的

としています。本校では、調査結果について学校全体で共有し、よさを伸ばすことや課題解決に向けて以下の

３つについて継続的な検証改善サイクルを繰り返しながら教育活動のさらなる充実を進めていきます。 

１．自己調整（自由進度）学習を視点とした授業展開の確立。（個別最適な学びの充実） 

２．協働的な学びが生まれる学習展開の充実。（思考を様々な形でアウトプットする力の育成） 

３．学校の学びと連動した家庭学習の推進。（家庭学習の手引きの活用） 

教科に関する調査 

国 語 算 数 

◎たくさんある質問の内容から、帯広市の

今年度の重点でもある「ウェルビーイン

グ」ついて注目し、ピックアップしてみ

ました。本校の児童のウェルビーイング

に関する状況の質問項目では、「自分に

はよいところがあると思う」「先生は、あ

なたのよいところを認めてくれていると

思う」「普段の生活の中で、幸せな気持ち

になることはどれくらいあるか（よくあ

る）」「友達関係に満足している」の質問

に対し全員が肯定的に答えています。普

段の生活の中で一人一人の良さが認めら

れ、存在価値が満たされていることが伺

えます。引き続き、学習活動、特別活動、

学校行事等さまざまな場面で自己肯定感

を育み、ウェルビーイングの向上につな

げていきたいと思います。 

児童質問紙より 

令和７年 4月 1７日（木）に、全国の小学校第６学年児童を対象に実施した標記調査について、本校の結
果の概要をお知らせいたします。今年度は、国語、算数、理科の３教科と質問調査による実施でした。 

（質問調査は 4 月１８日にオンラインにて実施） 

そう思う、 

どちらかと言えばそう思う 

と答えた児童の割合 

○「話す・聞く」の領域で自分が聞こ

うとする意図に応じて話の内容を捉

えたり、話し手の考えを比較したりし

ながら自分の考えをまとめることが

できるかどうかを見る問題はよくで

きています。 

○「言葉の特徴や使い方に関する事

項」で漢字を文の中で正しく使うこと

ができるかどうかを見る問題がよく

できています。 

○「数と計算」の領域で共通する単位

を捉えることや、数直線上で分数を単

位分数のいくつ分としてとらえるこ

とができるかどうかを見る問題がよ

くできています。 

○「変化と関係」の領域で 10％増量

の意味を解釈し何倍になっているか

を表すことができるかどうかを見る

問題がよくできています。 

理 科 

○「生命」を柱とする問題で、へち

まの花のつくりやレタスの発芽の

条件、顕微鏡の操作の仕方が身につ

いているかどうかを見る問題がよ

くできています。 

○「粒子」を柱とする領域で、水の

温まり方について表現することが

できるかどうかを見る問題がよく

できています。 

▲「書くこと」の領域で書く内容の中

心を明確にして段落を作ったり、自分

の考えが伝わるように書き表し方の

工夫をしたりすることができるかど

うかを見る問題に課題が見られます。 

▲「データの活用」の領域で目的に応

じて適切なグラフを選択して判断す

る問題や、知りたい数量の大きさの求

め方を式や言葉を用いて記述する問

題に課題が見られます。 

▲「エネルギー」を柱とする領域で

電磁石の性質や乾電池のつなぎ方

による電磁石の強さの違いをこた

える問題に課題が見られます。 


